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③こしかわら 

健
脚
競
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第
六
回
北
五
中
〈
子校
 

防
犯
駅
伝
大
会
 

熱戦を展開した北五中学校防犯駅伝大会 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭禾ロ62年 	わた＜したちの先人は、不廃不屈の五所川原 

i641 	需警覇離紫胃禁鷲腰緊器 
"i： 上げまレた。 

6 
に わた＜したちは、この伝統を継承し、広

一 一 り い視野に立って西北津軽の人マと協調
一 ， へ ’】． し、郷土の限りない発展を願って、こ 
‘~~ に こに市民憲章を定めます。 
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ス
ポ
ー
ッ
こノ
 

ー
ズ
ン
た
け
な

わ
の
五
月
三
十

日
、
五
所
川
原

地
区
防
犯
協
会
 

（小
野
雄
蔵
会

長
）
と
北
五
中

学
校
体
育
連
盟
 

（
北
谷喜

一
会

長
）
主
催
の
北

五
中
学
校
防
犯

駅
伝
大
会
が
、
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド

を
会
場
に
選
手

及
び
関
係
者
約

二
百
五
十
名
が

参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
同

協
会
の
防
犯
運

動
の

一
環
と
し

て
昭
和
五
十
七

年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で

今
年
で
六
回
目
。
 

今
大
会
に
は
、
 

特
別
参
加
の
中

郡
・
相
馬
中
学

校
を
含
め
七
校
、
 
 十

ー
チ

ー
ム
が
出
場
。
 

選
手
た
ち
は
、
小
野
会
長
や

山
田
寿
夫
五
所
川
原
警
察
署
長
、
 

高
橋
教
育
長
ら
の
激
励
を
受
け
、
 

一
周
二
、
八
キ
ロ
屑
の
河
川
敷

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ー
チ
 

ー
ム
八
人

（う
ち
女
子
二
人
）
 

の
た
す
き
リ
レ

ー
で
、
全
長
一
一

十
二
、
四
キ
ロ
H
に
日
ご
ろ
鍛

え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
気
温
ニ
十
四
度
、
 

岩
木
川
か
ら
吹
く
さ
わ
や
か
な

風
を
受
け
る
絶
好
の
日
和
と
な

り
、
選
手
は
仲
間
の
盛
ん
な
声

援
を
受
け
て
熱
戦
を
展
開
。
 

地
元
五
所
川
原
第

一
中
学
校

が
、
第
五
回
大
会
で
優
勝
し
た

板
柳
中
学
校
を
抑
え
て
一
時
聞

二
十
分
十
三
秒
の
タ
イ
ム
で
優

勝
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（上
位
六
位
ま
で
）
 

①
五
所
一
1
時
間
2
0分
1
3秒

②
板
柳
1

・
2
0・
5
3③
相
馬
A
 

1
・
2
2・
4
4④
鶴
田
A
⑤
金
木
 

A
⑥
五
所
四
 

市の人口 総数5!. 263人（男24,585・女26,678）世帯数14,896 (5 月31日現在） 	〈毎月 2回 1日・15日発行） 



な
  期
待
 

協
襲

」
で
は
、津
軽
自
動
車

道
の
早
期
着
工
を
国
に
要
望
す

る
と
と
も
に
、
日
本
海
沿
岸
縦

貫
自
動
車
道
の
鯵
ケ
沢
・
能
代

間
の
沿
岸
ル
ー
ト
が
、
高
規
格

幹
線
道
路
に
組
み
込
ま
れ
る
よ

う
運
動
し
て
行
く
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
協
議
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
 

Q
高
規
格
幹
線
道
路
 

自
動
車
の
高
速
交
通
の
確
保

を
図
る
た
め
必
要
な
道
路
で
、
 

全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
を
構

成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
い

う
。
 

道
路
の
規
格
は
、
四
車
線
以

上
で
、
制
限
速
度
時
速
八
十
キ

ロ
H
と
な
っ
て
い
る
。
 

（
建
設
省
資
料
）
 

(
 

r
 

（第641号）② 広報ごしょがわら 昭和62年（1987年）6 月巧日 

大
 

に
 
多
c
 

西
 L
 

1
 津
軽
 の
産
業
振
興
 

津軽自動車道図 

協
議
会
は
、
当
日
午
前
十
時

圏
域
市
町
村
長
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
森
田
市
長
が
「
か
ね
て

か
ら
の
圏
域
の
最
重
占
軍
項
と

し
て
要
望
し
て
い
た
日
本
海
沿
 

岸
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て
、
 

秋
田
以
北
の
沿
岸
ル
ー
ト
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
極
め

て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
日
本
海
沿
岸
縦
貫
 

自
動
車
道
の
最
終
路
線
に
該
当

す
る
青
森

・
五
所
川
原
・
鯵
ケ

沢
間
の
津
軽
自
動
車
道
（
四
十

キ
ロ
屑
）
が
高
規
格
幹
線
道
路

に
決
定
し
、
国
の
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
に
具
体
的
に
示

さ
れ
た
こ
と
は
、
所
期
の
目
標

が
半
ば
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

今
後
、
こ
の
道
路
が
圏
域
の

産
業
振
興
の
起
爆
剤
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
（
会
長
 森
田
市

長
）
で
は
六
月
六
日
、
五
所
川
原
市
で
原
田
一
実
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
西
北
五
地
域
選
出
の
県
議
会
議
員
を
招
い
て
、
昭
和

六
十
ニ
年
度
第
ニ
回
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

武篇航笠諮 /%
0 

飲酒暴走運転を根絶し よ う 
_L_I_, / I I'I IFJS .} .ALJ.I7、 =.I III) _Iー 

	 工石F川盾〒中〒 五所川原交通安全協会 五所川原警察署 



市
消
防
団
が観
閲
式
 

ー
一
、〇
〇
〇
人
が
参
加
ー
 

市
消
防
団
（
加
藤
兼
顕
団
長
）
 

の
観
閲
式
が
六
月
三
日
、
時
折

雨
が
激
し
く
降
る
中
観
閲
者
の

森
田
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
、
 

消
防
団
員
、
消
防
署
員
な
ど
約

千
人
と
車
両
約
三
十
台
が
参
加

し
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
市
営

球
場
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
立
ち
、
人
員
服
装

機
械
器
具
を
点
検
、
そ
の
後
分

列
行
進
と
玉
落
と
し
競
技
、
放

水
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
会
場
を
市
民
文
 

化
会
館
に
移
し
て
式
典
を
行
い
、
 

永
年
勤
続
功
労
者
及
び
消
防
活

動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
な
ど

を
表
彰
。
 

本
年
度
の
観
閲
式
に
は
、
 
一
昨

年
結
成
さ
れ
た
少
年

・
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
九
団
体
二
百
人
と
三

好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
開

米
喜
美
会
長
）
四
十
人
も
参
加

し
、
激
し
く
降
る
雨
を
も
の
と

も
し
な
い
堂
々
た
る
分
列
行
進

を
し
て
い
ま
し
た
。
 

（第641号） 広報ごしょがわら ③昭和62年（1987イF) 6 月巧目 

消防団観閲式で、人員服装機械器具を
点検する森田市長（左から 2 人目） 

最
近
の
社
会
状
勢
の
変
化
に

伴
い
、
特
殊
危
険
物
な
ど
が
身

近
に
は
ん
ら
ん
し
、
災
害
も
複

雑
多
様
化
し
て
小
さ
な
人
為
的

ミ
ス
か
ら
大
き
な
災
害
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
可
能
性
も
強
く
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
（
 

飛
嶋
孝
英
会
長
）
は
、
災
害
の

芽
が
出
る
前
に
摘
み
と
り
明
る
 

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
 

防
災
思
想
の
普
及
推
進
と
「
自

分
の
町
は
自
ら
の
手
で
守
る
」
 

自
主
防
災
体
制
の
確
立
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

同
協
会
は
、
五
所
川
原
市
及

び
鶴
田
町
の
不
特
定
多
数
を
収

容
す
る
店
舗
、
危
険
物
施
設
を

有
す
る
事
業
所
、
そ
の
他
こ
の

主
旨
に
賛
同
す
る
事
業
所
を
会
 

火
災
約
1
0日
に
ー
件
発
生
 

ー

6
1年
火
災

統
計
か
ら

ー
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
 

か
っ
た
も
の
の
比
較
的
大
規
模

合
（
開
米
典
左
衛
消
防
長
）
が
 

な
火
災
が
発
生
し
た
た
め
で
す
。
 

ま
と
め
た
昭
和
六
十

一
年
の
火
 

原
因
別
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
に

災
統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
本
市
 

よ
る
も
の
が
十
一
件
、
次
い
で
、
 

で
発
生
し
た
火
災
は
三
十
八
件
 
た
ば

こ
火
の
不
始
末
十
件
、
煙

で
、
六
十
年
よ
り
四
件
の
減
。
 

突
、
煙
道
十
件
の
順
。
 

死
者
は

一
人
で
同
四
人
の
減
 

特
に
、
冬
期
間
の
火
災
は
ス

と
な
り
、
け
が
人
も
五
人
で
ニ
 
ト

ー
ブ
と
煙
突
に
よ
る
も
の
が

人
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

多
く
、
全
火
災
の
約
五
十
三
パ

し
か
し
、
焼
失
面
積
は
三
千
 

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

三
百
七
十
八
平
方
訂
で
、
三
百
 

林
野
火
災
の
発
生
は
、
 一
件

五
十
四
平
方
〉「
の
増
。
ま
た
損
 
（

六
、
六
ア
ー
ル
）
と
小
さ
く

害
額
も
二
億
四
千
九
百
十
四
万
 
昭

和
五
十
九
年
か
ら
行
っ
て
い

一
千
円
で
、
三
千
四
百
九
十
八
 

る
「
山
火
事
シ
ー
ズ
ン
中
の
火

万
七
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
 

防
宜
伝
」
 
の効
果
に
よ
る
も
の

す
。
 

と
同
事
務
組
合
で
は
み
て
い
ま

こ
れ
は
、
火
災
件
数
が
少
な
 

す
。
 

そ
れ
で
も
昨
年

一
年
間
で
は
、
 

ほ
ぼ
十
日
に

一
件
の
割
合
で
火

災
が
発
生
し
、
 一
日
当
た
り
約

六
十
八
万
三
千
円
の
損
害
が
出

て
い
ま
す
。
 

火災発生状況 員
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
に
発

足
し
、
現
在
で
は
百
二
十
四
名

の
会
員
が
相
互
の
親
睦
を
図
り

な
が
ら
目
的
達
成
の
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。
 

同
協
会
で
は
、
 一
人
暮
ら
し

の
老
人
家
庭
の
訪
間
、
幼
年
消

防
ク
ラ
プ
へ
の
助
成
、
新
婚
カ

ッ
プ
ル
へ
の
消
火
器
贈
呈
、
火

災
予
防
運
動
へ
の
参
加
、
さ
ら
 

\
 

 
『
  

火 災 件 数 焼失面積 死傷者 損
害
見
積
額

秤
 

計
  

魁
  
l 物 林

 

野
 

車
 
両
 

そ
 
の
 他
 

建
 
物
m
 

 

林
 
野
a
  

死
 

者
 

負
傷

者
 

全
 
焼
 

半
 
焼
 

部
分
焼
  60 42 2

0
 
 

3
  

15 3
  

1
  

3,024 5
  

7
  

214,154 

61 38 15 《
り
 
 

15 1
  

1
  

I
  

3.378 6.6 I
  

に
J
  

249,141 

に
は
防
火
知
識
向
上
の
研
修
会

開
催
な
ど
多
く
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
 

ー
、
火
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
消

防
事
務
組
合
に
寄
贈
す
る
な
ど
、
 

関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

原因別発生状況 

」
「押
パ
 

た
 
ば
 

こ
 

ス
 
ト
 
ー
 
ブ
 

こ
 
ん
 
ろ
 

風

呂
か

ま
ど
 

火
 
あ
 
そ
 
び
 

放
 

火
 

マ
ッ
チ
・
ライ
タ

ー
  

煙
突

一
煙
道
 

灯
 
火
 

取
 

灰
 

交
i
4
1
機
関
内
配
線
 

内
 
燃
 
機
 
関
 

電
灯
・

・
不オ
ン
 

電
気
ア
イ
ロ
ン
等
 

そ
の
他
の
電
気
 

不
 

明
 

計
  

6
0
 
7
 

 
6
  

3
  

1
  

I
  

。
乙
 
 

。
4
 
 

15 42 

6
1
 
7
 

 
7
  

n。
  

1
  

。
I一
 

っ
J
 
 

3
  

8
  

38 

自
主
防

災
体
制
の
確

立
を
目

指
す
 

三
昌
一
五
所

川
原
地

域
防
災

協
会
昌
三

三
 



一安
倍
●
安
東

・
秋
田
氏

秘
宝

展
 

一
 

東
日
流
中
山
古
代
中
世
振
興
会
 

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
を
委
嘱
 

昭和62年（1987年）6月15日 広報ごしょがわら 	 （第641号）④ 

古
代
、
東
日
流
に
は
壮
大
で

強
力
な
王
国
が
あ
っ
た
。

ー
 

安
倍
、
安
東
、
秋
田
氏
一
族

の
歴
史
は
、
正
史
の
中
で
は
決

し
て
そ
の
全
容
を表
わ
す
こ
と

の
な
い
幻
の
歴
史
で
す
。
 

わ
ず
か
に
表
わ
れ
る
正
史
の

津
軽
は
、文
化
の
果
つ
る
化
外

の
地
蝦
夷
の
横
行
す
る
野
蛮
の

地
と
し
か
記
述
が
無
く
、
征
夷

大
将
軍
・
阿部
引
田
臣
比
羅
夫

が
有
間
の
浜
で
津刈
、
渡
島
の

蝦
夷
を
集
め
て
大
饗
（
盛大
な

供
宴
）
を
した
と
「日
本
書
記
」
 

に
は
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

中
世
、
安
東
氏
に
蝦
夷
管
領

職
を
与
え
た
記
録
、
津
軽
大
乱

と
い
う
一
地方
の
内
乱
が
契
機
 
 

と
な
り
、
鎌
倉
、
北
条
氏
が
滅

ぷ
と
い
う
そ
の
歴
史
上
の
経
緯

の
中
に
、古
代
か
ら中
世
に
至

る
強
大
な王
国
が
、中
央
の
権

力
に
よ
り
正
史
の
中
か
ら抹
殺

し
た
は
ず
の
東
日
流
外三
郡
の

隆
盛
の
歴
史
が
、ま
る
で
こ
も

れ
日
の
よ
う
に
見
え
隠
れ
して

い
ま
す
。
 

十
三
湖
を中
心
に
残
る
数
多

く
の
史
跡
や
出
土
し
た
お
び
た

だ
し
い
文
物
ま
で
も幻
想
の
産

物
だ
と
は言
い
得
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょう
か
。
 

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
こ

の
津
軽
には
、
確
実
に
壮
大
で

強
力
な
王
国
が
存
在
し
た
の
で

す
。
 

こ
の
秘
宝
展
を
契
機
に
、津
 

軽
の
歴
史
的
な
夜
明
け
が
今始
 

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

同
振
興
会
で
は
、
秘
宝
展
と
 

併
せ
て
記
念
講演
を
開
催
し
ま
 

す
の
で
、多
数
の
お
い
で
を期
 

待
し
て
い
ま
す
。
 

X
覇
 
七
月
一
日
か
ら八
月
 

三
十
一
日
 午
前
十
時
から
 

午
後
五
時
 

▽
場
所
 
市
立
図
書
館
 

▽
入
場
料
 
大
人六
百
円

（前
 

売
券
四
百
円
）
、学
生
」
旨
円
 

（
同一
一
百
円）
 

＠
記
念
講
演
会
 

▽
日
時
 
七月
一
日
午
後
二
時
 

か
ら
 

▽
場
所
 
市
民文
化
会
館
 

▽
講
演
 

①
安
倍
、
安
東
、
秋
田
氏
の
 

歴
史
に
つ
い
て
 

菊
池
春
雄
氏
 

（遠
野
市
教
育
委
員
会
）
 

②
津
軽
の
民
間
信
仰
に
つ
い
 

て
 小

館
衷
三
氏
 

（
東
北女
子
大
学
名
誉
 

教
授
）
 

▽
入
場
料
 
無
料
 

市
で
は
六
月
二
日
、中
央
公

民
館
で
市
青
少年
問
題
協
議
会

委
員
の
委
嘱状
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。
 

交
付
式
に
は
、高
橋
教
育
長

を
は
じ
め
関
係
者
約
三
十
名
が

出
席
。
 

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
は
、
 

青
少
年
の
指
導
、育
成
、
保
護

及
び
矯
正
等
に
関
す
る
事項
の

調
査
審
議
を
行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、高
橋
教
育
長

が
「
青
少
年
の
健
全育
成
の
た

安

」
尽力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を述

べ
ま
し
た
。
 

《
 引

き
続
き
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
、
青
少
年
対
策
室

な
ど
か
ら
青
少
年
に
関
連
し
た

事
業
等
の
説
明
を
受
け
交
付
式

を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
した
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、任
期
は
一
一

年
で
す
。
 （敬
称
略
）
 

o

川
浪
直
治
（
市
議会
議
長
）
 

o

山
田
寿
夫
（
五
所川
原
警
察

署
長
）
 

o

高
橋
民
一
（市
教
育
委
員
長
）
 

o

」
王
俊
一
（市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
員
）
 

o

小
田
桐
昭
（
J
R
五
所
川
原

駅
長
）
 

o

佐
々
木
友
宣
（
西
北
五
地
区

高
等
学
校
長
会
長
）
 

o

斎
藤
柾
一
 
（
市
内
小
・
中
学

校
長
会
長
）
 

o

」
工
民
雄
（
学
校
・
警
察連

絡
協
議
会
長
）
 

o

斎
藤
千
秋
（
市
連
合P
T
A
 

会
長
）
 

o

原
田
康
男
（
子
供
会
育
成
団

体
連
合
会
長
）
 

o

土
岐
文
昭
（
青
少
年
健
全
育

成
推
進
員
協
議
会
長）
 

o

野
呂
甚
助
（
少
年
指
導
委
員

協
議
会
長
）
 

o

小
山
田
鳳
隆
（
民
生児
童
委

員
協
議
会長
）
 

o

太
田
春
悦
（
市
保
護
司
会
）
 

o

佐
々
木
初
海
（
更
生
保
護
婦

人
会
長
）
 

o

小
関
テ
ル
ョ
（五
所
川
原
地

区
母
子
福
祉
会
長
）
 

0
小
野
雄
蔵
（
五所
川
原
地
区

防
犯
協
会
長
）
 

o

気
田
勝
治
（
町
内連
合
会
長
）
 

o

川
村
礼
一
郎
（
北
五
医
師
会

長
）
 

o

工
藤
餓
男
（
北
奥
文化
研
究

会
副
会
長
）
 

 

 

， 東日流日下将軍安部大納言盛季 

青少年問題協議会委員委嘱状交付式 
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授
 

教
 

よ
 

ち
 

み
 

橋
 

高
 

る
 

す
 

演
 

講
 

い 安全運転を呼びかける母の会会員 

された牛たち 
青々とした草をはむ放牧 

市
民
憩
い
の
森
林
で
植
樹
祭
北
五
地
方
林業振
興協
会
 
「消
費
者
の
日
」
記
念
大
会

講
演
会
開
か
れる
 

北
五
地
方
林
業
振
興
協
会
（
 

会
長
 
中
野
緊
司
鶴
田
町
長
）
 

で
は
五
月
二
十
九
日
、
飯
詰
山

国
有
林
地
区
に
あ
る
「
市
民
憩
 
 

い
の
森
林
」
で
植
樹
祭
を
行
い

ま
し
た
。
 

植
樹
祭
に
は
中
野
鶴
田
町
長
、
 

福
田
純
宣
金
木
営
林
署
長
を
は
 

じ
め
、
前
田
野

目
小
学
校
、
野

里
小
学
校
の
緑

の
少
年
団
な
ど

約
八
十
名
が
参

加
し
約
三
百
本

の
杉
の
苗
木
を

植
樹
。
 

最
初
に
中
村

市
農
林
課
長
が

市
民
憩
い
の
森

林
の
概
要
を
説

明
し
、
続
い
て
 

市
営
玉
清
水
牧
場
で
五
月
一
一

十
一
日
、
黒
毛
和
種
の
放
牧
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
今
年
の

放
牧
の
安
全
を
願
う
祈
願
祭
が

吉
岡
助
役
、
預
託
農
家
な
ど
約

五
十
人
が
畠
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
日
、
約
六
十
五
加
の
同

牧
場
に
は
成
牛
と
子
牛
合
わ
せ

て
約
百
五
十
頭
が
放
さ
れ
、
半
 
 

飯
詰
部
分
林
組
合
の
三
浦
一
正

さ
ん
が
植
樹
の
手
本
を
示
し
、
 

そ
の
後
象
茄
者
全員
が
緑
豊
か

な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
願
い
を

込
め
て
、
一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
付
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
同
協
議
会

の
総
会
が
開
か
れ
、
林
業
功
労

者
な
ど
の
表
彰
と
飯
詰
小
学
校

及
び
第
四
中
学
校
に
、
新
入
学

記
念
緑
化
木
と
し
て
モ
ク
レ
ン
、
 

サ
サ
ラ
ド
ウ
シ
ン
、
オ
オ
テ
マ

リ
、
コ
テ
マ
リ
な
ど
二
十
三
本

が
贈
呈
さ
れ
、
併
せ
て
象茄
者

全
員
に
植
樹
記
念
と
し
て
「
か

り
ん
」
の
苗
木
が
無
償
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
 

ー
市

営
玉

清
水
牧

場
ー
 

年
ぷ
り
に
放
牧
さ
れ
た
牛
た
ち

は
の
ど
か
な
春
の
日
差
し
を
浴

び
て
、
の
ん
び
り
草
を
は
ん
で

い
ま
し
た
。
 

一
方
、
市
営
毘
沙
門
牧
場
で

は
同
月
十
一
日
か
ら
約
百
五
十

頭
の
放
牧
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
放
牧
は
、両
牧
場
と
も

十
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
 

市
中
央
公
民
館
で
六
月
一
日
、
 

「消
費
者
の
日
」
記
念
大
会
講

演
会
が
開
か
れ
家
庭
の
主
婦
ら

七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
消
費
者
保
護
基
本

法
が
公
布
さ
れ
た
五
月
三
十
日

を
記
念
し
て
、
全
国
各
地
で
消

費
者
問
題
へ
の
認
識
を
深
め
、
 

消
費
者
行
政
の
推
進
を
図
る
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

市
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
開
か

れ
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
県
と
共
催
で
「
消

費
者
の
日
」
記
念
講
演
と
し
て
 

臼
国
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
母
の

会

（
長
沢京
子
会
長
）
と
市
交

通
防
犯
対
策
室
で
は
五
月
十
九

ロ
、
市
内
田
町
の
国
道
翻
号
で

お
し
ぽ
り
ゃ
乳
酸
飲
料
を
ド
ラ

て
ハ
ー
ー
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
「
ど
う
か
事
故
防
止

ら

」協
力
を
／
」
と
訴
え
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
五
月
十
一
日
か
ら

始
ま
っ
た
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
一
環
と
して
行
わ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
は
山
田
寿
夫
 

「家
計
費
に
占
め
る
食
」
を
テ
 

ー
マ
に
、
高
橋
み
ち
よ
先
生
（
 

東
北
女
子
短
期
大
学
教
授
）
を

迎
え
、
家
庭
に
お
け
る
食
卓
の

歴
史
の
移
り
変
わ
り
、
特
に
東

北
地
方
の
食
生
活
の
変
遷
と
そ

の
影
響
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド

な
ど
を
使
い
約
二
時
間
に
わ
た

り
講
演
。
 

出
席
者
は
、
身
近
な
食
生
活

が
ァ

ー
マ
に
な
っ
て
い
る
た
め

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
 号

好
 

五
所
川
原
警
祭
署
長
が
激
励
す

る
な
か
、
会
員
約
三
十
人
が
参

加
し
て
国
道
沿
い
に
「
交
通
安

全
は
家
庭
か
ら
」
「飲
酒
、
暴
走

運
転
を
追
放
し
よ
う
」
な
ど
と

書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
、
用

意
し
た
お
し
ほ
り
、
乳
酸
飲
料

各
千
個
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ

ゼ
、
ノ
ト
。
 

ま
た
、
チ
ラ
シ
も
配
布
し
て

熱
心
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 



圏 

書 
館 

密週災目賞冒 
年額 350円 

蒙二いろててビ入しましょう 

社
会
福
祉
に
と

1
4万
7
千
円
余
 

五
所
川
原
ロ

ー
タ

ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ

（鶴
谷
保
文
会
長
 
会

員
ニ
十
五
人
）
で
は
五
月
二
十

七
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
十
四
万
七
千
六
百

三
十
円
を
寄
付
、
同
ク
ラ
ブ
の

鶴
谷
会
長
と
奈
良
隆
範
国
際
奉
 

マ
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（斉
藤
春
雄
会
長
）
で
は
、
 

こ
の
ほ
ど
市
立
図
書
館
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫

の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
も

図
書
三
十
巻
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
図
書
 

仕
委
員
長
、
花
田
千
春
第
一
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
実
行
委
員
長
の
三
人
が
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
平

山
誠
敏
会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
五
月

十
九
日
に
開
催
し
た
「
在
宅
福
 

実
員
右

田
委
く

花
仕
長

る
奉
会

れ
際
谷

さ
国
鶴

渡
良

、
 

手
奈
わ
 

慮
相
 

右
左
2
わ
 

熱
為
 

会
員
肋
2
 

山
郵
佐
ら
 

平
行
長
か
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ーフ
 

j
く
1
く
 

寄
贈
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら

継
続
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
八
回
目
、
四

百
十
六
巻
に
上
っ
て
い
ま
す
。
 

祉
事
業
第
一
回
チ
ャリ
テ
ィ

ー
 

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
」
 
の益
金

を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

平
山
会
長
は
こ
の
寄
付
に
対

し
「
ご
好
意
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た

め
に
十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

同
協
会
で
は
、
こ
の
た
び
の

寄
付
金
を
福
祉
基
金
に
預
託
し
、
 

在
宅
福
祉
事
業
に
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

又
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
か

ら
も
社
会
福
祉
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
て
行
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
b
 

?
 

●
 

』
 

!
 

圏 

圭
自
を．
可
贈
 

麟
劃
 

《
 

明
る
い
街
づ
く
り
に
と
防
犯
灯

5
基
 

東
北
電

力
欄

五
所
川
原
営
業

所
 

東
北
電
力
卿
 
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
営
業
 
こ
れ

は
、
同
月
ニ
十
五
日
か

所
で
は
五
月
二
 
ら

始
ま
っ
た
東
北
電
力
グ
ル
ー
 

十
八
日
、
藤
村
 
プ

の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
多
彩
な
 

鮎
 

義
男
所
長
と
福
 
行
事
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

渡
 
魂
，
月
玉
さ
れ
 
千
月

0

一
田
さ
t
「
辛
才
才
プ
 

手
 
田
武

囲
営
業
課
 
も
の
で

す
。
 

耗
 

長
が
市
役
所
を
 
森
田

市
長
は
、
こ
の
寄
贈
に
 

叫
 
裟
癖
熱
 
告
語割
急
離
麟
 

緯
ー
 
街
づく
り
に
役
 
か
ら

大
変
要
望
が
多
い
。
十
分

柵
佐
 
立
て
て
く
だ
さ
 
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

纏
い
と
「

防
響
」
 
携
礼

の
こ
と
ばを
述
べ
ま
し
 

j
j
 
五
基
を
寄
贈
、
 

た
c
 

森
田
市
長
に
目
 

教
育
と
体
育
の
振
興
に
と

1
0万
円
 

前

教
育

長

の
鈴

木
さ
ん
 

前
教
育
長
の
 
に

際
し
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受

鈴
木
太
左
衛
門
 

章
し
た
記
念
に
寄
付
さ
れ
た
も

氏

（7
2）
は
五
 

の
で
す
。
 

月
二
十
日
、
市
 
こ
の
寄

付
に
対
し
高
橋
教
育

教
育
委
員
会
を
 

長
は
「
ご
好
意
大
変
あ
り
が
と

訪
れ
教
育
と
体
 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
の
振
興

育
の
振
興
に
役
 
と

市
民
の
体
力
増
強
に
十
分
役

立
て
て
く
だ
さ
 

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

い
と
十
万
円
を
 

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

寄
伺
、
高
橋
教
 

寄
付
金
は
、
教
育
振
興
会
と

育
長
に
手
渡
し
 

体
育
協
会
に
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円

ま
し
た
。
 

ず
つ
振
り
分
ける
こ
と
に
し
て

こ
れ
は
、
同
 

い
ま
す
。
 

氏
が
春
の
叙
勲
 r
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れる藤村 
高橋教育長に手渡される鈴木太左衛門氏（左） 



「
福
祉

タ
ク
シ

ー
」
の
こ
利
用
を
 

視
覚
障

害
 

・
二
級
が

対
象
 

「福
祉
タ
ク

ー
ー」
と
は
、
 

い
る
人
。
た
だ
し
、
市
内
に

利
用
券
（
三
枚
綴
、
 一
枚
四
百
 

住
所
を
有
し
、
住
民
登
録
さ
 

円
）
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方
 

れ
て
い
る
人
。
 

が
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
、
連
 

▽
受
付
け
 
土
曜
日
の
午
後
、
 

転
手
に
身
障
者
手
帳
を
提
示
し
 

日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い
た

料
金
に
相
当
す
る
利
用
券
か
、
 

平
日
 

利
用
券
に
差
額
分
の
現
金
を
添
 

▽
手
続
き
 
印
鑑
と
手
帳
を
持

え
て
支
払
い
を
す
る
も
の
で
す
。
 

参
の
う
え
、
利
用
券
交
付
申

こ
れ
は
、
在
宅
で
目
の
不
自
 

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

由
な
方
の
社
会
参
加
を
図
る
た
 

（
代理
人
で
も
可
）
。
 

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

申
請
や
詳
し
い
こ
と
は
、
市
 

▽
該
当
者
 
在
宅
の
視
覚
障
害
 

福
祉
事
務
所
福
祉
係

（
雪
⑧
一
一
 

者
で
、身
体
障
害
者
手
帳
二
 

二

一
番
内
線
二

一
〇
番
）
(
 

級
ま
た
は
ニ
級
）
を
持
っ
て
 
ど

う
ぞ
。
 

市立図書館 

J【 	名 著者名 II下 	名 著者名 

雪国の宗教風土 宮 
兎をめぐる 

十二の物J什 
唐 	十郎 

．
 」
 

 暖
 
史
 

!
  

学マ
 
ぶネ

 
・
ノ
 

ジ
 
I
 ト

 

小野 尚久 今朝もまた夢 笹沢 左保 

千日の変革 堺屋 太一 炎の経営者 高杉 	良 

靖国論集 江藤 	淳 街のオキテ 泉 	麻人 

民法研究ノート 幾代 	通 男の肖像 塩野 七生 

図でみる中’」、企業 
rl書 中小企画庁 女のニよみ 宮尾登美 f 

萩の根は深く 扇谷チエ子 ャポネシアの旅 立松 和平 

老いの構図 太田 保世 にわか長官の510日 三浦 米門 

図面の見万・描き方 真部 富男 辞世のことば 中西 	進 

I BMと 

コンピューターI織争 
栗田 昭平 残 	像 三 iIIi 	綾子 

「歎異抄」を読む IIl村 	実造 桃色のさんじゃく 新岡 リエ 

最後の博徒 正延 哲士 青磁．白亜．風の夢 福深 公伯 

、
 
、
 

 ま
農
 
協
 
を
 
ど
 
．

っ
 
す
 
る
 
カ
 

'
 
 

山口 一門 五木寛之の本 五木 寛之 

鏡獅子三代 N
取
 

i
-
I
材
 

K
班
 

立原正秋の香気 中田 浩二 

高齢者とスポ―ッ 宮下 充正 女の華やぎ 文登春秋 

新短歌入門 土屋 文明 カデイスの赤い星 逢坂 	剛 

絵凧の技法 新坂 和男 ソロモンの秘宝 荒巻 義雄 

秘 	密 池波正太郎 輝ける碧き空の下で 北 	杜夫 

ソーラー・ 

エネルギ― 
谷 	辰夫 伊達政宗 山岡 荘八 

癒
＼
難
舞嚢
轟
難
髪夢
舞

葉

舞講

一
 

信
用
保
証
協
会
と
は
「
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
の
信
用
力
を
公

共
的
立
場
か
ら
保
証
し
、
金
融

機
関
か
ら
の
事
業
資
金
借
入
を

容
易
に
す
る
機
関
で
す
。
 

市
で
は
、
地
元
企
業
の
振
興

育
成
の
た
め
に
県
信
用
保
証
協

会
と
協
調
し
て
次
の
よ
う
な
保

証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

▽
簡
易
小
口
資
金
 

o

利
息
 
金
融
機
関
の
所
定

利
率
 

o

保
証
料
 
年
率
〇
・
九
五
 

」
白
 

▽
近
代
化
資
金
 

o

利
息
 
金
融
機
関
の
所
定

利
率
 

〇
保
証
料
 
年
率
〇
・
九
五
 

智
 

こ
の
ほ
か
、
県
信
用
保
証
協

会
で
は
長
期
不
況
、
円
高
等
の

影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

者
を
対
象
に
不
況
対
策
資
金
、
 

経
営
の
安
定
に
必
要
な
長
期
資

金
を
保
証
す
る
長
期
経
営
安
定

資
金
な
ど
各
種
保
証
制
度
を
実
 
 

施
し
て
い
ま
す
。
 

⑨
王
な
県
制
度
 

▽
体
質
強
化
資
金
 

▽
地
場
産
業
活
路
開
拓
資
金
 

▽
先
端
技
術
産
業
振
興
育
成
資
 

金
 

▽
季
節
資
金
 

▽
手
形
割
引
商
手
担
保
 

詳
し
く
は
、
県
信
用
保
証
協
 

会
五
所
川
原
支
所

（
”
国
四
一
 

二

一
番
）
ま
た
は
市
商
工
観
光
 

課

（
電
⑩
ニ
一
一
一
番
内
線
一
一
 

六
〇
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
す
べ
て
毎
年
六
月
一
日

か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
、
 

現
況
届
を
市
民
課
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
状
況
と
六
月
一
日

現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を
毎
年

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

こ
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
引
き
統
い
て
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以

降
の
児
竜
手
当
の
支
払
い
が
一
 
 

時
差
し
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
現
在
受
給
者
で
あ
っ

て
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
四
月

以
降
二
子
目
か
ら
該
当
に
な
る

方
も
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
提
出
期
限
 
六
月
二
十
日
ま

で
 

▽
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

（
廿
⑧
二
一
一
一
番

内
線
ニ
ヒ
六
番
）
 

国
連
協
会
 

記
念
講
演
会
 

日
本
国
連
協
会
五
所
川
原
支

部
で
は
、
次
の
と
お
り
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多

数
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
六
月
二
十
六
日
（
金
）
 

午
後

一
時
か
ら
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
テ

ー
マ
 
日
本
を
め
ぐ
る
国

際
状
勢
 

▽
講
師
 
小
林
智
彦
先
生

（
特

命
全
権
大
使
ー
国
際
経
済
担
 

▽
入
場
料
 
無
料
 

ふ
る
さ
と
の
 

歴
史
を
語
る
会
 

北
奥
文
化
研
究
会
 

▽
日
時
 
六
月
ニ
ト
八
日
（
日
）
 

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

▽
場
所
 
市
歴
史
民
俗
資
料
館

▽
テ
ー
マ
 
飯
詰
高
楯
城
に
つ

い
て
 

▽
講
師
 
柳
原
与
四
郎
氏

（
北

奥
文
化
研
究
会
会
貝
）
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

市
民
の
皆
さ
ん
ノ
お
誘
い
合

わ
せ
て
ど
う
ぞ
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、
 

ノ
 

&
 

119日 

市の交通事故死者 

ゼロの行進（62_ b. I現在） 

年
金
 

積
立
金
の
 

還
元
融
資
 

こ
の
粘
立
金
は
、
国
民
年
金

及
び
厚
生
年
金
保
険
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
生
活

向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
還
元

融
資
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
昭

和
六
十
一
年
に医
療
機
械
購
入

事
業
（
手
術
用
顕
微
鏡
他
）
と

し
て
四
千
七
百
三
十
万
円
の
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

か
ぎ
針
編
み
実
枝
 

講
習
受
講
者
募
集
 

家
内
就
業
を
希
望
す
る
婦
人

を
対
象
に
行
い
ま
す
。
 

o

か
ぎ
針
編
み

（
ベ
ビー
用
）
 

▽
日
時
 
六
月
二
士
ニ
日
、一
一

十
四
日
、
二
十
五
日
の
午
前

九
時
三
十
分

5
正
午
ま
で

▽
場
所
 
市
働
く
婦
人
の
家

▽
持
参
す
る
も
の
 
か
ぎ
針

（
 

三
、
四
、
五
号
）
、
（
サ
ミ
、
 

と
じ
針
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
六
月
二
十

日

（
土）
 

▽
申
し
込
み
先
 
市
働
く
婦
人

の
家

（雪
⑩
八
八
九
八
番
）
 

▽
主
催
 
県
就
業
援
助
セ
ン
タ
 

調
理
師
試
験
 

▽
日
時
 
八月
三
十
日

（
日）
 

午
前
十
時
か
ら
 

▽
受
験
願
書
の
受
付
 
七
月
一

日
か
ら
十
三
日
ま
で
 

受
験
希
望
者
は
、
五
所
川
原

保
健
所

（
"
＠
一
一
O
八
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
調
理
師
試
験
準
備
講

習
会
は
八
月
二
十
四
、
ニ
十
五

日
の
一
百
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

警
察
官
採

用
試
験

一
 
市
民
講

座
受
講
生
募
集
 

市
 
中
 
央
 公
 
民
 館
 

県
警
察
本
部
で
は
、
警
察
官
 

（
大学
卒
）
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
リ
行
い
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
三
十
五
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
の
学
部
を
卒
業
し

た
者
又
は
昭
和
六
ト
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
（
人
事委
貝

会
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者
を
含
む
。）
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
約
一
一
十
人

▽
試
験
日
程
 

▽
応
募
資
格
 

第

一
部
 
小学
校
三
年
以
下
 

の
児
童
 

第
二
部
 
小
学
校
四
年
以
上
 

の
児
童
 

第
三
部
 
中
学
校
の
生
徒
 

第
四
部
 
高
等
学
校
以
上
の
 

学
生
、
生
徒
 

第
五
部
 
一
般
 

▽
課
題
 
各部
と
も
自
由
 

▽
応
募
作
品
の
規
格
 
第
一
、
 

o

第

一
次
試験
 
八
月
ニ
日
 

（
日
〕
青
森商
業
高
等
学
校
 

o

第
二
次
試
験
 
九
月
三
日
 

（
木）
県
警
本
部
 

▽
申
し
込
み
期
間
 
六
月
十
五

日

（
月
）か
ら
六
月
二
十
七

日

（
土
）
 

な
お
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
 

千
葉
県
、
埼
玉
県
及
び
静
岡
県

の
警
察
官
を
志
望
す
る
人
も
同

時
に
受
験
す
る
こ
と
が
でき
ま

す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川
原

警
察
署

（
雪
⑩
二一
四
一
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

二
、
三
部

（B
二
判
仕
上
）

,
 

寸
法
七
一
一
、八
竺
×
五
一
、
 

五
惨
。
第
四
、
五
部

（
B
一

判
）
寸
法
一
〇
三
、〇
竺
×
 

七
ニ
、
八
竺
 

▽
締
切
日
 
八
月
三
十
一
日
（
 

月
）
 

▽
送
付
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

市
秘
書
企
画
課
統
計
調
査
係

会
⑩
ニ

一
一
一
番内
線
三

一
九
番）
（
ど
う
ぞ
。
 

▽
対
象
者
 
一
般
市
民
及
び
北

辰
大
学
学
級
生
 

▽
日
時
 
七
月
九
日
（
木）
午

後
一
時
か
ら
ニ時
三
十
分
ま

で
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
テ
ー
マ
 
健
康
と
食生
活
に

つ
い
て
 

▽
講
師
 
佐
藤
責
先
牛
 
佐
藤

内
科
医
院
長
）
 

お
 
気
 

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
土
地
、
 

家
屋
の
問
題
、
金
銭
の
貸
し
借

り
、
離
婚
、
相
続
等
と
私
達
の

暮
ら
し
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
起
こ
り
ま
す
。法
律
上
の
間

題
は
、
早
目
に
専
門
家
の
意
見

を
聴
き
、
的
確
な
解
決
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

▽
日
時
 
七月
二
十
五
日
（
土
）
 

午
後
一
時
ー
四
時
 

▽
場
所
 
市
民
課
市
民
相
談
室

▽
担
当
弁
護
士
 
中
林
祐
雄
先
 
 

▽
募
集
人
員
 
百
五
十
名
 

▽
募
集
期
間
 
七
月
一
日
（
水）
 

か
ら
八
日

（
水）
ま
で
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
電
話
で住
 

所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
 

い
 

▽
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ

せ
先
 

市
中
央
公
民
館

（か
⑩
六
〇

五
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
 

マ
申
し
込
み
期
限
 

七
月
十
日
（
金）ま
で
 

▽
申
し
込
み
先
 
市
民
相
談
室

云
⑩
二

一
一
一
番内
線
一
一

八
一
番
）
 

相
談
申
し
込
み
は
電
話
で
も

受
付
け
ま
す
。
氏
名
と
相
談
事

項
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
先
着
＋
人
で
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
 

作
品
募

集
 

「無
料
法
律
相
談
所
」
を
 

開
 
設
 

軽
 
に
 
ど
 う
 
ぞ
 

,
 

r
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月日 場 	 所 時 	IIり 

7
月

7
日

因
  

jり ま30- io:oo 
桜 	田 桜田集会所前， io:io - 10:40 
沖飯詰 古川繁春宅前 10:50~ 11:10 
挑 	崎 葛西勘之丞宅前 11:20~ 11:50 
尻 	無 新谷電気商会前 13:00 - 13:30 

十 13:40 - 	14:10 
漆 	川 木村キンコ宅前 14:20 - 	is:oo 

7
月

8
日

困
 

米 	田 安田俊夫宅前 9:30 - 	9:50 
悪 	戸 コミュニテイセンター松島前 10:00 - 	10:20 
宮 	田 渋谷六郎宅前 10:30 - 10:50 
金 	山 金山児童館前 11:00~ 11:20 
川 代 田 工藤甚一郎宅前 13:00 - 13:20 
前葱、中村山内啓司宅前 13:30~ 13:50 
一野坪 対馬静賢宅前 14:20 - 	14:40 
石 	畑 石畑集会所前 14:50 - 	i&:io 

7
月

9
日

困
 

馬 	性 馬性集会所前 9:30 - 	9:50 
吹 	畑 毛内光春宅前 io:oo - 10:20 
松島町 毛内商店前 10:30~ ii:oo 

菊地理容所前 ii:io~ 11:40 
松島会館前 13:00~ 13:30 
木村昂悦宅前 13:40 - 14:00 

I日 園町 田園町集会所前 14:10 - 14:30 

7
月

1
I
0
H
諮
 

中 	泉 中泉集会所前 9:30 - io:oo 
梅 	田 梅田研修センタ―前 io:io - 10:40 
みどり町 コミュニテイセンタ一栄前 10:50~ 11:30 
下岩崎 下岩崎集会所前 13:00~ 13:30 
共 	栄 共栄集会所前 13:40~ 14:0O 

10

fi'9
H
回 

大 	町 レストラン藤吉郎前 9:30~ 	9:50 
布屋町 西北中央病院前 io:oo - 10:40 
鎌谷町 防災コミュニテイセンタ一前 10:50~ 11:4o 
―ッ 谷 大和山道場前 13:00~ 13:20 
平和町 平和町集会所前 13:30 - 13:50 
田 	町 白衣神社前 14:00~ 14:20 
新 	町 保健センター前 14:30~ 14:50 

l0

月20
日

因 

上平井町 中央集会所前 9:30 - io:oo 
中平井町 五所川原小学校前 10:10~ 10:50 
幾世森 老人ホ一ムくるみ聞前 ii:oo~ 11:40 
若 	葉 県営集会所前 13:00~ 13:30 

森の家前 13:40~ 14:io 
新 	宮 新宮公民館前 14:20~ 14:50 
末広町 保健所前 is:oo - 15:30 
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旭 	町 斉勝駐車場前 9:30 - io:oo 
大 	町 マルトモデパ一ト駐車場前 io:io~ 10:40 
錦 	町 新岡肥料店前 10:50 - 11:20 
寺 	町 木村石油寺町給油所前 11:30~ iz:oo 
小 	曲 農村婦人の家前 13:00~ 13:30 

工藤勲宅前 13:40~ 14:lo 
岩木町 市民文化会館前 14:20~ 14:50 
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i 
i あなたが市内でたばこをお買い 

~ い求めになりますと、たばこ消 

I 費税が市の収入（たとえばマイ 

I ルドセプン1箱につき41円40銭） 

にこなります。  

結核検診を受けましょう 
土也区保健協力員を通じ受信今票を配布します。 

（検診車にも準イ蹴iしています。） 

詳しくは市衛生課（廿図）2111番内線272番）へ 

どうぞ。 

※受診は都合の良い場j折でできます。 

月日 場 	 所 時 	間 

6
月

2
2H
囲
 

前田野目 西塚商店前 9:30 - 	9:50 
” 	大坂登宅前 10:00 - 10:20 
” 	福士商店前 10:301一 io:so 

高 	野 文化センター前 11:00 - 11:40 
持子沢 三上商店前 13:00~ 13:30 
羽野木沢 コミュニテイセンター七和前 13:401 14:10 

6
月

2
3H
園
 

原 	子 コミュニテイハウス原子前 9:30 - 	9:50 
俵 	元 農産物加エセンター前 io:oo~ 10:20 
豊 	成 工藤友衛宅前 10:30 11 10】50 
野 	里 野里公民館前 u:oo 一ー］1:20 
神 	山 コミュニテイセンター長橋前 13:00~ 13:30 
松野木 松野木集会場前 13:40~ 14:00 
福 	岡 佐々木商店前 14:10~ 14:30 
富 	折 太田寛蔵宅前 14:40~ 15:00 

6
月

2
4H
麗
 

福 	山 石岡給油所前 9:30 - 	9:so 
浅 	井 秋田重勝宅前 io:oo - 10:20 
七ッ舘 集会所前 10:30~ 10:50 
広 	田 一戸淳一宅前 ii:oo - 11:20 

鳴海謙宅前 11:30~ 11:50 
猫 	測 集会所前 13:00 - 13:30 
三ッ 谷 坂本甚作宅前 13:40~ 14:00 

6
月

2
5H
園
 

湊 	胸肩神社前 9:30 - io:oo 
” 	団地集会所前 10:10 一1 10:40 

姥 	殖 集会所前 10:50 - 11:10 
稲 	実 消防屯所前 11:20~ 11:40 
水野尾 集会所前 13:00~ 13:20 
唐笠柳 橘文雄宅前 13:30~ 13:50 
ニ本柳 寺田時雄宅前 14:00~ 14:20 
石 	岡 寺田武道宅前 14:30~ 14:50 

6
月

2
6H
島
 

若 	山 公民館前 9:30 - 	9:50 
戸 	沢 斉藤精米所前 io:oo - 10:20 
朝日興隆 婦人ホーム前 10:30 - 10:50 
飯 	詰 秋元商店前 ii:oo - 11:30 

飯詰支所前 13:00~ 13:30 
” 	新岡兵三宅前 13:40 - 14:10 
” 	浜舘健一宅前 14:20~ 14:50 
” 	野宮義造宅前 15:00 一1 15:30 

6
月

2
9H
目
 

長 	富 増田晃逸郎宅前 9:30 - io:oo 
” 	長富集会所前 io:io - 10:40 
“ 	高僑文弘宅前 10:50 - 11:20 

毘沙門 （中崎）成田幸雄宅前 13:00~ 13:20 
I’ 	支所前 13:30 - 14:00 

集会所前 14:10~ 14:30 

7
月

6
日

通
 

上藻川 川浪民也宅前 9:30 - 10:00 
下藻川 大川商店前 io:io - 10:40 
鶴ケ 岡 三好保育園前 io:so~ ii:io 

II 11:20 - ii:so 
福 	井 小笠原滑衛宅前 13:00 - 13:20 

「・ k 	井 公民館前 13:30 - 13:50 
If」 	川 	集会所前 14:00 - 14:20 
高 	瀬 集会所前 14:30 - 14:50 

~ たばこは、市内から買ー たばこは、市内から買って．/ 
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みんなの健康教室 
＞日 時 6 月 2 6 LIuけ 午後I時 

＞」易 戸Ji 市保健センター 

N講 師 石森伸二先生 

（健生Jl智院ユい祈川原診療所長） 

レテーーマ 「肥満と病気」 

主 催 」ヒ五医師会・市民保健協議会 

>
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場
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昭和62年（1987年）6 月15日 	 広報ごしょがわら （第641号）⑩ 

      

      

      

ツ反・BCG接種 

お子さんの相坊長を守るために、ーぜひ接種を受

けさせましょう．ノ 

レ対象 生後6 カ、月から48か月までの乳幼児 

（ただし、いままでにBCGの接種を受けた

乳幼児は除きます。 

ン受イ寸時間 ‘F後 lI時～ 1時30分“ 

レ場所 市イ呆健センター 

ン料金 無米斗 

＞注意事項 （ユ）母子健康手帳は必らず持参して

ください。②当日の朝、必らず体温を計って

きてください。 ③お子さんの体質を良く知っ

ている方がおう雌れください。 

地 	区 	名 、ソ 	反 B 	C 	G 

五 	小 学 	区 
ー七 	和 	」也 	区 

7 月1 日（水） 7 月 3 日（金） 

南梅
 
小
沢
 
学
地
 
区
区
 

 

7 月 7 日（幻 7 月 9 日（ニIぐ 

栄 地区（みどリ町除く） 
長 	t喬 	月」l 	区 

7 月 8 日（水） 7 月10日（金） 

み． 	ど 	り 	田丁 
毘 沙 門 地 区 7 月15日（水｝ 7 月17日（金） 

松飯
 
島
詰
 
地

地
 
区

区
  

7 月22日（水） 7 月24日（金） 

中
三
松
 
川
好

島
 
地
地

団
 
区
区

地
  

7 月29日（水） 7 月31日（金） 

「愛の献血」お願いします 

期 	~~ 時 	 問 場 

7 月 3 日 

(i) 

午前10時から 
正午まで 

リ
 
和
 
原
 

保
く
 
健
末
 
所
け

》
 
前
町
 

午後1時から 
4 時まで 

日立セミコンダ．ク 
タ津軽工場（漆川、 

7月の保健センター「相談E」 
レ日日寺 7 月 3・10・17・24・31日 （毎週金曜日） 

のりり向10時～午行麦 3 時 

ン内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

倒弱耕目i淡に応じます。赤ちゃんからお年寄リ

まで、お気軽にどうぞ。 

お間い合わせは市衛生講I (”⑩2111番内線26 

8番）へ。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

＞受ィ寸時間 午後 1時～ 1時30分まで’。 

ン持参するもの 母子健康手中！I乏、バスタオル。 

3 才児は尿検1毎も行いますので当日きれいに

洗った小ビンに尿を入れて持ってきてくださ 

vo 

※注意 6 カ月児健」鳶耕目談の際に、神経芽組団包

腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は検査セッ トを衛生

課窓ロにて配付しますので6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃんはゼ紀H3し、で’くえごさい。 

なお病気療養中（特に伝染病の病気）のお子

さノiIはこ葺」Ii慮くノごさし、。 

月 令 対象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S 62年 3 月生 7 月14日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S61年12月生 7 月21日（刃 健康相談 

1 	才 児 S61年 6 月生 7 月27日（印 健康相談 

Iオ6カ月児 S61年1月生 7 月28日因 健康診査 

3 才 児 S59年 3 月生 7 月16日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（＝亘う>211 1番内線26 
8. 272番）へどうぞ。 
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